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１ 研究の概要 

本補助事業では、二つの目標がある。一つは再生可能エネルギーとしてのペロブス

カイト太陽電池の開発、もう一つはこのペロブスカイト太陽電池をＩｏＴの電源として活

用し、人の生活の改善につなげることである。再生可能エネルギーの活用は単なる

地球温暖化の問題だけでなく、化石資源の浪費を防ぐことになり、子孫に対するエネ

ルギー資源の遺産である。ＩｏＴの活用は今後高齢化や障害者問題における有効な対

策であり、その際に利用されるセンサなどの電子機器に対する電源は非常時にも活

用できる電源を準備する必要がある。 

 

２ 研究の目的と背景 

ペロブスカイト太陽電池は現在主流のシリコン太陽電池と異なり塗布で作製可能で

ある。２０１９年には変換効率が２５％を超え、ほぼ多結晶シリコン太陽電池の変換効

率に匹敵する。高性能なペロブスカイト太陽電池の実現には、不活性ガスを利用した

クローボックスでの作製が不可欠となっている。大型のグローブボックスは導入コスト

も高く、その利用は太陽電池の低コスト化の阻害要因である。本補助事業では、エア

フローを利用した大気中での作製技術の構築を目指し、低コストで変換効率２０％前

後の試料を簡便に作製することを目的とする。 

 上記二つの問題を解決する電源として、ペロブスカイト太陽電池が有望である。結

晶シリコン太陽電池に比較して、ペロブスカイト太陽電池は低照度においても変換効

率が低下しないので、室内などで利用しやすい。室内で利用されるＩｏＴなどでは、自

然採光や室内照明などを利用して発電し二次電池と組み合わせて孤立電源として利

用できる。こうした利用では高温や紫外光の影響を受けにくく、太陽電池の劣化も少

なくてすむので、実用化しやすいと考えられる。日本などにおける高齢化社会などを

サポートできる。 

 

３ 研究内容 

（１）大気雰囲気での作製技術向上に関する研究

(https://aitech.ac.jp/~tmorilab/ ) 

塗布装置ＲＬＣ Ｆｕｌｌを立ち上げ、ダイコートによる薄膜作製を行った。最初に１回

の塗布で実現できる１ステップ法による薄膜作製を行った。初期実験において、比較

的簡便に薄膜作製できたので、遅れが取り戻せると楽観視していたが、繰り返すうち

https://aitech.ac.jp/~tmorilab/


に再現性のある薄膜作製が容易でないことが分かった。スキャン速度・吐出量をパラ

メータとして、最適条件を探索した。２５ｍｍｘ１００ｍｍ程度の薄膜形成が実現できる

ことを確認した。 

 

 

（２）大面積化に向けての作製技術開発に関する研究 

(https://aitech.ac.jp/~tmorilab/ ) 

エアフローを利用したペロブスカイト薄膜の作製では、その有効性を確認すると共

にエアフロー用のエア圧調整器を導入して、膜作製を行った。面積0.88cm2のセル作

製に成功した 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

再生可能エネルギーの活用は、地球温暖化の抑制のための最適解である。特に日

本のように台風はあるが風力資源の乏しい地域では、太陽電池に対する期待は大き

い。日本国民全体が補助事業の恩恵を享受できる。特に高齢者などの弱者をアンビ

エントにフォローをするためには、ＩｏＴをフル活用する必要があるが、この電源を通常

電力網から取得していては電力の増大を招き本末転倒である。本補助事業の実現は

生活弱者にとって恩恵を与えるものである。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

有機エレクトロニクス及びエネルギー変換に関する研究は１９８９年から有機ＥＬを中心に

行って数多くの論文を報告した。２００３年から色素増感太陽電池に関する研究を行い、

作製手法と素子構造の提案を行ってきた。色素増感太陽電池や有機薄膜太陽電池の

研究には有機色素の開発が非常に不可欠であり、電気工学としての貢献する余地が少な

いために、２０１２年より作製法開発が研究対象となりうる有機ペロブスカイト太陽電池の研

究を始めた。その中で本申請に関与するエアフロー処理や後処理（主にソルベントアニール

法）について検討を始め、デバイスの再現性の向上や素子特性の向上を実現することがで

きた。今回のダイコート法を利用した研究から大面積作製を目指す上に必要な条件の最

適化が重要であることを理解できた。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

原著論文２点 

https://doi.org/10.2494/photopolymer.34.279 

https://doi.org/10.1080/15421406.2021.1946988 

https://doi.org/10.2494/photopolymer.34.279
https://doi.org/10.1080/15421406.2021.1946988


（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

特になし 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 愛知工業大学工学部（アイチコウギョウダイガク コウガクブ） 

住 所： 〒４７９－０３９２ 

愛知県豊田市八草町八千草１２４７ 

担 当 者： 教授 森 竜雄（モリ タツオ） 

担 当 部 署： 財務経理会計課課長 奥野佳宏（オクノ ヨシヒロ） 

E - m a i l： t2mori@aitech.ac.jp  

Ｕ Ｒ Ｌ： https://aitech.ac.jp/~tmorilab/  

mailto:t2mori@aitech.ac.jp
https://aitech.ac.jp/~tmorilab/

